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はじめまして、東京大学農学生命科学研究科の山口珠葉と申します。東京大学大気海洋研
究所の高木さんよりご指名いただき、第 15 回の若手のコラムを担当することとなりました。
私は亜熱帯貧栄養海域におけるリンの動態、とりわけリン酸の乏しい環境で生物にとって重
要な役割を担うとされる易分解性溶存有機態リンという画分に着目し、その濃度分布や生物
可用性などについて研究を行っています。

大変ありがたいことに、これまで幾度か研究航海に参加する機会に恵まれ、最も長かった
ものでは約 50 日間・15 測点の観測に携わりました。こうした研究航海が知的好奇心を刺
激する貴重な経験であることは言うまでもありませんが、同時に（主に体力的な意味で）中々
ハードな環境であることも否めません。しかしながら、過去にはほぼ 5 年間・延べ 1,000 以上の観測点というとて
つもない規模で行われた研究航海があったことをご存知でしょうか？しかも 19 世紀に、全長 27 ｍほどの帆船で。
これはダーウィンの乗ったビーグル号航海（1831-1836）のことで、浅学な私は先日開催されていた大英自然史博物
館展にて初めてこの詳細を知りました。この展覧会ではその一角に「世界への探検が遺したもの」と題して、ビーグ
ル号をはじめ、チャレンジャー号やエンデバー号航海にまつわる資料や標本などが数多く展示されていました。それ
ら過去の偉業の数々、そしてその裏にあったであろう労苦を思うと驚嘆の念を禁じえません。一緒に鑑賞していた研
究室のメンバーもなまじ乗船経験がある者が多かったためか、皆で測点数が多すぎてぞっとするだとか、試料のラベ
リングが途方もないだとか、標本の処理・保管はどうしていたのかなど、おそらく一般の方々とは一風変わった視点
から展示内容について大いに盛り上がっていました。

およそ 200 年も前のことに対して、こうした半ば親近感にも似た所感を抱くのは些か不思議な気もしますが、航
海という研究手段がある限り、それは今後もあまり変わらないのかもしれません。100 年、200 年後の海洋学や観
測技術はどのように進歩しているのか、そしてその時 21 世紀の我々の活動はどのように捉えられるのだろうか、な
どと一層取り留めもない思考に至ったところでそろそろ終わりたいと思います。僭越ながらも、自身の研究成果がほ
んのわずかでもこうした海洋学の発展に貢献できるよう、今後も精進を重ねていくとともに、ここまで拙文にお付き
合いいただきましたこと感謝申し上げます。

アカデミア メランコリア（第15 回）（若手のコラム）

東京大学農学生命科学研究科　日本学術振興会特別研究員DC　山口�珠葉

編集後記
ニュースレターは編集委員会が新体制になって 2 号目の発行を

迎え、今号から新しく富山大の張さんが新しく編集委員として加
わってくださいました。よろしくお願いいたします。今号は安藤編
集委員長に続いて私が編集後記を書かせていただくこととなりまし
た。とはいえ、何を書いたものでしょうか。津田前委員長は編集後
記を書くことを楽しみにされていたそうです。理由のひとつは自由
に書けるから、とのことでした。私も自由に何か書いてやろうと思っ
てはみたものの、いざ、となると、要求されたテーマがないと戸惑
うばかりです。

よく言われるように、私たちは時に自由を持て余すことがありま
す。それはおそらく、自分の中に何らかの指針や問題意識がないと
いうことに通じるのでしょう。

昔話で恐縮ですが、私の学生時代は、今から見るとずいぶん牧歌
的な雰囲気の中で比較的自由に勉強や研究をさせてもらっていまし
た。私に関して言うと。この自由さのおかげでサボったり迷ったり
悩んだりを繰り返し、研究は遅々として進まずにいました。締め切
りに追われて何らかの原稿を先生に持っていくと、しばらくしてか
ら「これ、自分で読んでみた？」と聞かれ、当然ながら「はい」と

答えます。すると笑顔で「ふーん、じゃあ書き直して」と何も添削
されていない原稿をそのまま返されたこともありました。それでま
ともなものができるわけでもありませんので、結局は先生の手間も
余計にかかるでしょうし、第一仕上がるかどうかさえ怪しいところ
です。学生の不手際のために陰で誰かに頭を下げることもあったで
しょうし、昔の先生が学生を信じて責任を取る覚悟には相当なもの
があったのだと思います。でも、私にとっても、この自由さのおか
げで、ものごとは自分で考えなければいけないのだという覚悟みた
いなものは身についたかなと思います。自由さの中で迷うこともあ
ながち悪いものではないかな。

自分の学生時代がどうであったかを考えると、とてもじゃありま
せんがエラそうに学生に意見をすることなんかできないのじゃない
かと思ってしまいますが、自分のことは棚に上げて原稿を突き返し
ています。やはり自分が教えてもらったようにしか教えられないの
だなあ、そういうものからもなかなか自由になることは難しいのだ
なあ、と変な感慨をもっています。

ニュースレターには海洋学会員の皆さんのリアルタイムの活動の
情報が掲載されています。記事からはそれぞれの方が海洋学にかか
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編集　JOSNL編集委員会
委員長  安藤健太郎　委員  小守信正、根田昌典、田中祐志、張勁
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発 行

日本海洋学会事務局
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1–1–1 パレスサイドビル 9F

（株）毎日学術フォーラム内

電話 03-6267-4550　FAX 03-6267-4555
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※ 今号の表紙写真は、2012 年 8月白鳳丸による西部亜熱帯太平洋付近での
プランクトン採集風景であり、東京大学齊藤宏明会員から提供いただきま
した。各記事タイトル横の写真のうち執筆者の顔写真を除く写真は、トリコ
デスミウム（シアノバクテリア）に付着する動物プランクトンで、同じく東京
大学齊藤宏明会員から提供いただきました。表紙に使用する写真等、随時
募集しています。

JOSニュースレター
第 7 巻 第 2 号　2017 年 8月1日発行

広 告 募 集
ニュースレターは学会員に配布される唯一の紙媒体情報誌です。
海洋学に関連する機器や書籍の広告を募集しています。
お申し込みは日本海洋学会事務局またはニュースレター編集委員長まで。

〒 237-0061　神奈川県横須賀市夏島町 2-15　国立研究開発法人海洋研究開発機構

電話／ FAX　046-867-9462��／�メール　andouk@jamstec.go.jp

JOS ニュースレター第７巻１号（2017 年６月１日発行）において誤字がありました。関係者にお詫び申し上げますと
ともに、下記の通り訂正します。

JOS ニュースレター編集委員長　安藤 健太郎

記

JOS ニュースレター第 7 巻第 1 号 13 ページ「情報③海外渡航援助報告」著者名
正）　小柳津　瞳
誤）　小栁津　瞳

訂正およびお詫び

わる知見を広げるためにいろいろなことを考えていらっしゃる様子
が生々しく感じられ、読み物としても楽しいものとなっています。
私は海洋学会は良くも悪くも比較的リベラルな学会ではないかと
思っています。この学会の中で個々の会員の方々の活動はどのよう
に結び付いていくのでしょうか。海洋学の個々の知見を大きな学説
に融合していく指針を我々は持っているでしょうか。それは真理の
代わりにパラダイムを座標軸とすることで知識の海を相対的に漂っ
ていくのか、生き残る学説は後から見ると合理的であるから個々の
活動は全く自由でも構わないというものなのか。先日、「村上陽一

郎の科学論」という本をたまたま見つけて、懐かしくて手に取った
のでそんなことも考えました。いずれにせよ、未来からの視点で現
在を見ることはできないということは確かだと思いますから、リア
ルタイムに研究をしている私たちは、個々の研究者の考えの合理性
を信じてみるしかなさそうです。学会関係の様々な活動の動向を眺
めながら理論形成の現場を観察してみるのも暑い毎日の一服の清涼
剤になるかもしれません。いや、かえって頭が沸騰するかもしれま
せん。この辺でやめておきましょう。拙文にお付き合いくださりあ
りがとうございます。 （編集委員：根田）


